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公
益
社
団
法
人
宇
部
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
定
時
総
会
が
５
月
26
日

（
金
）
13
時
30
分
よ
り
宇
部
市
多
世
代

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
３
年
間
は
参
加
制
限
を
設
け

て
の
開
催
で
し
た
が
、
今
回
は
通
常
の

総
会
と
な
り
ま
し
た
。

役
員
２
名
が
退
任

　

令
和
５
年
度
総
会
に
お
い
て
利
重
和
彦
理
事
長
、
宮
本　

美
監
事
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
永
き
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

藤
本
知
美
さ
ん
の
司
会
に
よ
り
進
め

ら
れ
、
最
初
に
利
重
理
事
長
の
挨
拶
が

あ
り
、

 

『
令
和
４
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た

が
会
員
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し

な
が
ら
一
旦
減
少
し
た
会
員
数
の
回
復

は
容
易
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
前
の
数
値

に
届
い
て
い
な
い
。
退
会
抑
制
策
と
し

て
夫
婦
会
員
、
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
会
費

割
引
制
度
を
創
設
し
た
。
結
果
と
し
て

会
員
数
は
、
年
度
当
初
に
比
べ
て
２
名

増
に
な
っ
た
。
契
約
金
額
は
約
５
億
４

９
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比
３
・
２
％

の
増
加
と
な
っ
た
。』

　

最
後
に
今
期
を
も
っ
て
理
事
長
を
退

任
す
る
こ
と
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
永
年
会
員
（
15
年
17
名
、
10

年
62
名
）
と
事
業
功
労
者
３
名
、
役
員

５
名
、
職
員
１
名
の
方
々
が
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
来
賓
の
篠
﨑
宇
部
市
長
、

宇
部
公
共
職
業
安
定
所
の
中
原
所
長
、

山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
の
大
田
会
長
（
事
務
局
次
長
代
読
）

か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
移
り
、
理
事
の
土
肥
淳
二
さ

ん
を
議
長
に
選
出
し
て
、
役
員
の
報

酬
等
及
び
費
用
に
関
す
る
規
定
（
改

正
案
）、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
収

支
予
算
が
審
議
さ
れ
、
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
理

事
15
名
（
再
任
13
名
・
新
任
２
名
）
監

事
２
名
（
再
任
１
名
・
新
任
１
名
）
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
理
事
の
中
か

ら
、
理
事
長
に
鈴
木
久
幸
さ
ん
、
常
務

理
事
に
古
谷
栄
識
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
令
和
４
年
度
補
正

予
算
・
令
和
５
年
度
事
業
計
画
、
収
支

予
算
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
問
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
等
に
関
し
て
、
数
人
の
方
か
ら
あ
り

ま
し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
総
会
は
、
無
事
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

�

（
小
栗
敬
一
記
）

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

定
時
総
会
開
催

定
時
総
会
開
催

令和5・7・1
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会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
御
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
宇
部
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
古
谷
栄
識
（
ふ
る
や
し

げ
し
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、
誰
も

が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
活
躍
で
き
る

社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
地
域
の
日
常
生
活

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
理
事
長
に
選
任
い
た

だ
き
ま
し
た
鈴
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
選
任
い
た
だ
い
た
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

利
重
前
理
事
長
同
様
に
、
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

健
康
年
齢
が
全
国
８
位
の
山
口
県

の
シ
ニ
ア
世
代
は
と
て
も
ア
ク
テ
ィ

ブ
で
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言

わ
れ
る
中
、
60
歳
か
ら
人
生
最
後
の

活
動
期
で
す
。
60
~
70
歳
を
ど
う
過

ご
す
か
に
よ
っ
て
、
よ
り
若
く
長
生

き
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
を
手
に
入
れ
ら

れ
る
か
ど
う
か
の
分
か
れ
目
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
会
員
と
な
っ
て
『
10
日

働
き
、
10
日
遊
び
、
10
日
休
も
う
』

ま
さ
に
60
歳
か
ら
の
理
想
的
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

経
済
活
動
の
復
活
の
兆
し
が
見
え

る
も
の
の
、
労
働
力
不
足
と
い
う
問

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
注

目
さ
れ
た
の
が
、
活
発
で
経
験
豊
な

高
齢
者
の
力
で
す
。

　

法
整
備
に
よ
り
、
労
働
者
定
年
も

60
歳
か
ら
65
歳
、
そ
し
て
70
歳
へ
と

延
長
さ
れ
る
流
れ
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
培
わ
れ
た
経
験
と
知
識
を
生
か

し
社
会
に
役
立
て
る
こ
と
も
社
会
貢

献
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
生
半
分
の
折

り
返
し
に
来
た
時
点
で
、
自
分
自
身

に
目
を
向
け
て
も
良
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
山
登
り
で
い
え
ば
、

七
合
目
で
す
。
ち
ょ
っ
と
景
色
の
良

い
テ
ラ
ス
席
で
、
お
茶
し
ま
せ
ん

か
。
お
な
じ
山
仲
間
と
の
楽
し
い
会

話
、
足
元
の
花
々
な
ど
自
然
の
中
で

心
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
一

気
登
山
で
あ
っ
た
の
が
、
の
ん
び
り

登
山
で
楽
し
み
方
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
残
り
の
人
生
、
ス
ト
レ
ス
無
く

自
分
ス
タ
イ
ル
で
過
ご
す
の
も
良
い

の
で
は
。

　

宇
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
会
員
と
発
注
者
と
の
懸
け
橋
と

な
り
、
会
員
の
皆
様
の
豊
か
な
生
活

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
宇
部
市
民

の
皆
様
に
良
質
の
労
働
力
を
ご
案
内

す
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

よ
り
活
気
あ
る
組
織
と
す
る
た
め

に
、
理
事
お
よ
び
会
員
の
皆
様
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
宇
部

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展

に
向
け
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
尽

力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

に
密
着
し
た
就
業
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

を
促
進
し
、
生
き
が
い
の
充
実
、
健

康
の
保
持
、
ひ
い
て
は
地
域
社
会
の

活
性
化
を
目
指
す
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
役
割
は
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
当
セ
ン
タ
ー
に
参
り
ま
し
て

か
ら
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
人
生
の

大
先
輩
で
あ
る
皆
様
が
、
生
き
生
き

と
元
気
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
姿
を
拝

見
し
、
感
動
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
ま

た
、
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
と
な
る

よ
う
、
事
務
局
職
員
と
と
も
に
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
安
全
就

業
と
ご
健
康
、
ご
多
幸
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

常
務
理
事
兼
事
務
局
長

古
　
谷
　
栄
　
識

理
事
長鈴

　
木
　
久
　
幸

新任理事長・常務理事あいさつ 

令和5・7・1
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在
籍
15
年
会
員

︵
17
名
︶

　

上
田　

進
康
（
東
岐
波
）

　

中
川　

通
世
（
川　

上
）

　

西
村　

陽
治
（
小
羽
山
）

　

嶋
本　

正
子
（
見　

初
）

　

藪
兼　

義
彦
（
常　

盤
）

　

和
﨑　

英
人
（
恩　

田
）

　

脇
坂　

和
男
（
西
宇
部
）

　

蔵
冨
士
忠
弘
（
西
宇
部
）

　

中
村　

昌
平
（
常　

盤
）

　

水
野　

信
義
（
厚　

南
）

　

古
賀　

寅
雄
（
新　

川
）

　

糸
永
万
亀
子
（
厚　

南
）

　

倉
津　

キ
ヨ
（
厚　

南
）

　

倉
津
仲
次
郎
（
厚　

南
）

　

真
鍋　

政
雄
（
西
宇
部
）

　

新
谷　

明
生
（
東
岐
波
）

　

山
門　

義
明
（
上
宇
部
）

在
籍
10
年
会
員

︵
62
名
︶

　

荒
木　

達
義
（
恩　

田
）

　

岡
本　

年
正
（
常　

盤
）

　

柏
谷　

明
則
（
上
宇
部
）

　

神
田　

哲
郎
（　

原　

）

　

浜
本　

正
明
（
西
宇
部
）

　

星
野　

正
治
（
川　

上
）

　

村
上　

隆
晴
（
神　

原
）

　

迫
平　

和
衛
（
東
岐
波
）

　

友
清　

和
子
（
上
宇
部
）

　

中
村　

知
昭
（
新　

川
）

　

廣
永　

和
恵
（
上
宇
部
）

　

山
下　

英
行
（
小
羽
山
）

　

鹿
嶋　

睦
男
（
東
岐
波
）

　

島
村　

常
夫
（
藤　

山
）

　

伴
村　
　

實
（
上
宇
部
）

　

中
村　

伊
作
（
西
宇
部
）

　

深
井　

清
司
（
神　

原
）

　

山
中　
　

博
（
琴　

芝
）

　

白
田
源
太
郎
（
西
岐
波
）

　

上
田　
　

稔
（
東
岐
波
）

　

高
石　

裕
之
（
藤　

山
）

　

三
隅　

章
三
（
厚　

南
）

　

山
本　

三
郎
（
恩　

田
）

　

斎
藤
加
代
子
（
藤　

山
）

　

笠
井　
　

良
（
黒　

石
）

　

山
本　

信
子
（
鵜
の
島
）

　

山
村　

和
人
（
恩　

田
）

　

山
本　

隆
士
（
西
岐
波
）

　

三
吉　

勝
幸
（
藤　

山
）

　

石
村　

久
子
（
川　

上
）

　

笠
井　

康
夫
（
黒　

石
）

　

梶
井　

泰
彦
（
藤　

山
）

　

桜
木　

一
憲
（
西
岐
波
）

　

浅
井　

栄
子
（
鵜
の
島
）

　

俵　
　

政
智
（
神　

原
）

　

西
嶋　

裕
文
（
厚　

南
）

　

波
多
野　

実
（
琴　

芝
）

　

林　

ま
さ
子
（
恩　

田
）

　

弘
中　

絹
代
（
藤　

山
）

　

松
田　
　

覚
（
東
岐
波
）

　

阿
部　

正
美
（
西
宇
部
）

　

安
藤　

健
治
（
小
羽
山
）

　

角
野　

建
司
（
琴　

芝
）

　

高
村　

順
一
（
上
宇
部
）

　

城
戸　

正
之
（
神　

原
）

　

石
原　

正
春
（
厚　

南
）

　

桑
山　

繁
春
（
新　

川
）

　

徳
田　
　

豊
（
藤　

山
）

　

永
冨　

英
夫
（
常　

盤
）

　

三
隅　

俊
昭
（
黒　

石
）

　

伊
藤　

峯
子
（　

楠　

）

　

竹
盛　

節
男
（
小
羽
山
）

　

山
根　

和
明
（
西
宇
部
）

　

池
部　

征
博
（
藤　

山
）

　

石
川　

昌
幸
（
恩　

田
）

　

大
谷　

宗
嗣
（
上
宇
部
）

　

白
川　

輝
男
（
新　

川
）

　

杉
山　

健
次
（
上
宇
部
）

　

田
中　

利
男
（
恩　

田
）

　

冨
田　

房
子
（
西
岐
波
）

　

平
石　

静
枝
（
藤　

山
）

　

福
田
ひ
と
み
（　

原　

）

事
業
功
労
者

︵
３
名
︶

　

井
上　

博
己

（
琴　

芝
・
65
㌽
）

　

部
坂　

章
夫

（
東
岐
波
・
60
㌽
）

　

大
石　
　

隆
（
神　

原
・
50
㌽
）

役
員
︵
５
名
︶

　

江
村　

俊
夫
（
藤　

山
）

　

浅
井　

栄
子
（
鵜
の
島
）

　

熊
本　

政
雄
（
常　

盤
）

　

中
野　

廣
志
（
東
岐
波
）

　

久
保
田
龍
彦
（　

原　

）

職
員
︵
１
名
︶

　

都
秋　

純
子

優良正会員及び事業功労者

令和5・7・1
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理
事
長
　
　
　　

鈴
木　

久
幸

常
務
理
事　
　
　

古
谷　

栄
識　

理
事

　

井
上　

博
己
・
宇
野　

典
彦

　

岡
﨑　

徐
磨
・
桜
木　

一
憲

　

杉
山　

裕
子
・
土
肥　

淳
二

　

江
村　

俊
夫
・
久
保
田
龍
彦

　

熊
本　

政
雄
・
中
野　

廣
志

　

井
上　

玲
子
・
山
下　

は
な

監
事

　

浅
井　

栄
子
・
真
鍋　

良
三

総
務
広
報
委
員
会

　

井
上　

博
己
・
桜
木　

一
憲

　

杉
山　

裕
子
・
小
栗　

敬
一

　

杉
山　

明
美
・
梶
山　

淳
幸

　

山
根　

貴
典
（
事
務
局
）

　

安
井
竜
太
朗
（
事
務
局
）

安
全
衛
生
委
員
会

　

岡
﨑　

徐
磨
・
江
村　

俊
夫

　

山
下　

は
な
・
福
永　

強
三

　

松
井　

雅
満
・
渡
辺　

信
男

　

杉
野　

正
人

　

髙
須　

大
輔
（
事
務
局
）

　

安
井
竜
太
朗
（
事
務
局
）

就
業
開
拓
委
員
会

　

熊
本　

政
雄
・
中
野　

廣
志

　

井
上　

玲
子
・
椎
木　

敦
子

　

山
本　

隆
士
・
小
野　
　

浩

　

髙
須　

大
輔
（
事
務
局
）

組
織
研
修
委
員
会

　

宇
野　

典
彦
・
土
肥　

淳
二

　

久
保
田
龍
彦
・
縄
田　

孝
典

　

正
木　

静
枝
・
斉
藤　

美
子

　

山
根　

貴
典
（
事
務
局
）

女
性
委
員
会
（
遊
楽
里
）

　

杉
山　

裕
子
・
井
上　

玲
子

　

山
下　

は
な
・
椎
木　

敦
子

　

永
冨　

恵
美

　

中
村　

眞
弓
（
事
務
局
）

理
事
及
び
監
事
候
補
者
選
考
委
員
会

　

岡
﨑　

徐
磨
、
杉
山　

裕
子

　

桜
木　

一
憲
・
小
栗　

敬
一

　

星
野　

正
治
・
弘
中　

絹
子

就
業
調
整
委
員
会

　

井
上　

博
己
・
宇
野　

典
彦

　

土
肥　

淳
二
・
伊
藤　

三
郎

　

中
岡　

利
雄
・
山
本　

映
子

　

山
根　

貴
典
（
事
務
局
）

　

髙
須　

大
輔
（
事
務
局
）

地
域
世
話
人

東
岐
波
地
域�

中
野　

廣
志

西
岐
波
地
域�

桜
木　

一
憲

常
盤
地
域�

熊
本　

政
雄

恩
田
地
域�

山
下　

は
な

東
部
地
域（
岬･

見
初
）�

宇
野　

典
彦

上
宇
部
・
川
上
地
域�

土
肥　

淳
二

中
部
地
域（
神
原･

琴
芝
）

�

井
上　

博
己

西
部
地
域（
新
川･

鵜
の
島･

小
羽
山
）

�

岡
﨑　

徐
磨

藤
山
地
域�

江
村　

俊
夫

厚
南
・
西
宇
部
・
厚
東
地
域

�

杉
山　

裕
子

黒
石
・
原
地
域�

久
保
田
龍
彦

北
部
地
域�
梶
山　

淳
幸

事
務
局
体
制

古
谷　

栄
識
（
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　
　

事
務
局
総
括

山
根　

貴
典
（
総
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　

総
務
総
括
・
筆
耕

中
村　

眞
弓
（
総
務
課
係
長
）

　
　
　
　
　
　

総
務
・
経
理

都
秋　

純
子　

総
務

髙
須　

大
輔
（
業
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　

�

企
業
・
軽
作
業
・
派

遣
事
業
・
安
全
推
進

員

安
井
竜
太
朗
（
業
務
課
主
任
）

　
　
　
　
　
　

機
械
除
草
・
軽
作
業

荻
野　

睦
美　

除
草
・
大
工
・
左
官

水
嶋　

和
己　

剪
定
・
伐
採

大
前　

則
江　

�

公
共
・
福
祉
家
事
援

助

倉
増　

秀
人　

就
業
相
談
員

令
和
５
年
度

役
員
・
委
員
・

職
員
体
制

業務課　就業相談員
倉増　秀人

（くらます　ひでと）

新入職員紹介
今年４月に入所しました。
よろしくお願いいたします。

令和5・7・1
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地域班組織一覧表地域班組織一覧表 令和5年6月1日現在令和5年6月1日現在

地
域 地域世話人 地　　区 地　区　長 班 班　　　長

東　

岐　

波

中野　廣志 東岐波

第１ 岡村　孝範
1 吉武　修一
2 岡村　孝範
3 部坂　章夫

第２ 多賀谷誠光
1 三好　淳夫
2 青木　則篤
3 多賀谷誠光

西　

岐　

波

桜木　一憲 西岐波

第１ 河村　幸雄
1 中尾　健治
2 河村　義之
3 前田　知義

第２ 山本　隆士
1 木藤　正章
2 篠田　武則
3 武田　雄三

第3 吉冨　克昭
１ 吉冨　克昭
2 山田　幸治

常　
　

盤
熊本　政雄 常　盤

第１ 佐野　一信
1 大満　利晴
2 西村　武夫
3 成重　元規

第２ 須川　　悟
1 原田　　豊
2 内藤　　修
3 吉武　順子

恩　
　

田
山下　はな 恩　田

第１ 片桐　了之

1 吉村　幸男
2 吉村　幸男
3 池田　　武
4 片桐　了之

第２ 中津　秀雄
1 中津　秀雄
2 渡邊　　昇
3 兼安　敏夫

第３ 藤重　健夫
1 藤重　健夫
2 西村　　明
3 西村　正道

上
宇
部
・
川
上

土肥　淳二

上宇部

第１ 和田サカエ

1 松永　茂良
2 和田サカエ
3 小藤　　卓
4 正木　一子

第２ 山門　義明
1 山門　義明
2 長本　一義
3 藤井　修二

第３ 縄田　正芳
1 縄田　正芳
2 蕨　　直子

川　上 米田　俊雄

1 大石　恒雄
2 吉井　　勇
3 山口　　眞
4 北嶋　良記

東　
　

部
宇野　典彦

岬 宇野　典彦
1 菊川　　弘
2 白根　正子
3 宇野　典彦

見　初 鶴永　雅也
1 斉藤　達夫
2 鶴永　雅也

地
域 地域世話人 地　　区 地　区　長 班 班　　　長

中　
　

部
井上　博己

神　原 真鍋　良三

1 真鍋　良三
2 城戸　正之
3 佐田　文則
4 平井　　保

琴　芝

第１ 波多野　実
1 波多野　実
2 沖　　雅秀

第２ 大下　幸繁
1 峯　　美勝
2 大下　幸繁

第３ 原井　　久
1 原井　　久

西　
　

部
岡﨑　徐磨

新　川 岩﨑　　孝
1 岩﨑　　孝
2 川崎　雅行
3 雨包　憲二

鵜の島 浅井　栄子
1 藤本百合男
2 中石　直江

小羽山 岡﨑　徐磨
1 鬼塚　伸幸
2 西内　洋子
3 岡﨑きよみ

藤　
　

山
江村　俊夫 藤　山

第１ 松田　欣二
1 松田　欣二

3 二宮　　博

第２ 河﨑　政則
1 河﨑　政則
2 倉光　武男
3 江村　俊夫

厚
南
・
西
宇
部
・
厚
東

杉山　裕子

厚　南
第１ 中村　泰隆

1 原　　清人
2 岩田　　博
3 目　　睦雄

第２ 杉野　正人
1 池上　英雄
2 谷口　政勝

西宇部
第１ 杉山　裕子

1 高山　実哉
2 山本　映子
3 厚見　道子
4 松永　勝義

第２ 平田　和正
1 小林　康宏
2 平田　和正

厚　東 藤井　正昭
1 上原　紀夫
2 三戸部龍一

黒
石
・
原

久保田龍彦

黒　石 倉重　　弘
1 倉重　　弘
2 井上　光男
3 三島　浩二

原 伯野　増夫

1 宮島　　惠
2 有田　健三
3 藤本　孝昭
4 梅津　愛子

北　

部
梶山　淳幸

二俣瀬 梶山　淳幸
1 吉永　孝男
2 辻野　正吾

小　野 竹山　茂樹
1 竹山　茂樹

楠

令和5・7・1
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会員情報交流のひ
ろば

作品発表･交歓の頁
－お気軽に投稿下さい－

琴
芝
地
区　

井
上
ヒ
ロ
ミ

女
子
会
と
覗
い
て
み
た
ら
敬
老
会

パソ
コ
ン　

ハー
ド
が
壊
れ
俺
無
能

ス
ト
レ
ス
が
あ
って
も
な
く
て
も
超
え
放
題

美
人
の
湯
何
度
も
入
る
が
効
果
な
し

言
わ
れ
た
い
惜
し
い
と
い
わ
れ
て
ご
臨
終

東
岐
波
地
区　

小
栗　

敬
一

マ
ス
ク
と
れ
化
粧
品
に
も
春
が
来
た

顔
の
皺
生
き
た
証
し
だ
気
に
す
る
な

ラ
ン
ド
セ
ル
歩
い
て
い
る
よ
入
学
児

顔
を
見
て
歯
痛
吹
っ
飛
ぶ
美
人
医
師

老
眼
で
耳
も
遠
い
が
顔
は
良
し

「睡蓮」
常盤地区　桶　田　敏　治

「ボート遊び（真締川）」
琴芝地区　井　上　ヒロミ

「滝現れる」
常盤地区　桶　田　敏　治

「
こ
ん
に
ゃ
く
の
花

（
ア
モ
ル
フ
ォ
フ
ァ
ル
ス
デ
カ
ス
シ
ル
ベ
ア
）」

琴
芝
地
区　

井　

上　

ヒ
ロ
ミ

川　

柳

Ｑ１．鼾　　Ｑ２．胡坐　Ｑ３．靨　　Ｑ４．瘡蓋
Ｑ５．嚏　　Ｑ６．皺　　Ｑ７．吃逆　Ｑ８．雀斑
Ｑ９．胼胝　Ｑ10．臍　　Ｑ11．睫　　Ｑ12．黒子
Ｑ13．鳩尾　Ｑ14．欠伸　Ｑ15．汗疹　Ｑ16．涎

難 読 漢 字
人間編

色　

紙

岬
地
区　

宇　

野　

典　

彦
百
人
一
首持じ

と

う統
天て

ん
の
う皇

春
す
ぎ
て

　

夏
来
に（

尓
）
け（

介
）

　
　
　
　

ら（
羅
）
し

　
　

白
妙
の（

能
）

　

衣
ほ
す（

春
）
て
ふ

　
　

天
の（

乃
）
か
ぐ
山

令和5・7・1
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編
　
集
　
後
　
記

健
康
診
断
は
大
事

　

若
い
時
は
健
康
診
断
の
結
果
を
見
る

だ
け
で
、
数
値
が
基
準
値
よ
り
外
れ
て

い
て
も
気
に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

55
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
薬
を
服
用
す
る

よ
う
に
な
り
、
併
せ
て
数
値
に
つ
い
て

気
に
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
頃
の
検
査
結
果
で
、
医
師

よ
り
腎
機
能
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
透
析
す
る
様
に
な
る
と

宣
言
さ
れ
て
、
初
め
て
真
剣
に
自
分

の
病
気
に
つ
い
て
向
か
い
合
い
、
検
査

デ
ー
タ
の
持
つ
意
味
を
理
解
し
、
何
の

た
め
に
薬
を
飲
む
の
か
、
食
生
活
で
改

善
で
き
な
い
か
等
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
今
で
は
検
査
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
化

し
て
検
査
数
値
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う

注
意
し
、
健
康
に
つ
と
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
も
健
康
に
は
十
分
注
意

し
、
一
日
で
も
長
く
シ
ル
バ
ー
活
動
を

一
緒
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

�

（
江
嶋
亜
企
雄
記
）

■
事
務
局
だ
よ
り�

事
務
局
だ
よ
り
は
、大
事
な
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。必
ず
読
み
ま
し
ょ
う
。

会
費
納
入
の
お
願
い

　

４
月
に
会
費
請
求
を
郵
送
に
て

送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
納
付
を

さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、
至

急
、
振
り
込
ま
れ
る
か
、
事
務
局

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

８
月
末
ま
で
に
お
支
払
い
が
な

い
場
合
は
、
会
員
資
格
が
喪
失
し

ま
す
。

令
和
５
年
８
月
14
日
㈪
、

15
日
㈫
、
16
日
㈬
は
勝
手

な
が
ら
事
務
所
を
お
休
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

盆休みの
お知らせ 　

就
業
に
関
す
る
発
注
者
さ
ん

へ
の
請
求
は
内
税
方
式
で
行

っ
て
い
ま
す
。
請
求
の
内
訳
は

「
配
分
金
」「
材
料
費
」「
事
務

費
」「
交
通
費
」
と
な
っ
て
お

り
、
す
べ
て
内
税
と
し
て
消
費

税
を
含
ん
だ
金
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
納
税
事

業
者
と
し
て
こ
れ
ら
の
収
入
に

対
し
て
税
務
署
に
消
費
税
を
納

付
し
て
お
り
ま
す
。
就
業
さ
れ

た
会
員
も
同
様
に
消
費
税
法
上

で
は
、「
事
業
者
」
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
納
税
の
義
務
が

生
じ
ま
す
が
、
基
準
期
間
内
の

課
税
売
上
高
（
配
分
金
）
が
１

０
０
０
万
円
以
下
の
場
合
は
、

免
税
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
５
年
10
月
１
日

か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
と

い
う
制
度
が
導
入
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は

施
行
さ
れ
た
時
点
で
、
詳
し
く

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ご存じですか？　配分金のこと　ご存じですか？　配分金のこと　配分金には消費税が含まれています!!

『
会
員
の
つ
ど
い
』に
つ
い
て

Ａ１．いびき
Ａ２．あぐら
Ａ３．えくぼ
Ａ４．かさぶた
Ａ５．くしゃみ
Ａ６．しわ
Ａ７．しゃっくり
Ａ８．そばかす
Ａ９．たこ
Ａ10．へそ
Ａ11．まつげ
Ａ12．ほくろ
Ａ13．みぞおち
Ａ14．あくび
Ａ15．あせも
Ａ16．よだれ

7ページ
難読漢字解答

　

３
月
27
日
に
西
中
国
信
用
金

庫
東
岐
波
支
店
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
会
費

の
振
込
が
あ
り
ま
し
た
が
、
振

込
人
不
明
の
ま
ま
と
な
っ
て
い

ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お尋ね
　

会
員
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
７
月
28
日（
金
）

ま
で
に
各
自
で
事
務
局
に
お
申
込
み
い

た
だ
く
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
に
な

り
ま
す
。（
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

日
時　
令
和
５
年
８
月
５
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場　
多
世
代
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
　
　

及
び
１
階
展
示
ホ
ー
ル

募
集
人
員　
１
５
０
名
（
先
着
順
）

内
容　
・
講
演
会

　
　
　

・
演
芸
大
会

　
　
　

・
会
員
の
作
品
展

　
　
　

・
お
楽
し
み
抽
選
会

※
昼
食
は
お
弁
当
を
用
意
し
ま
す
。

　
「
子
育
て
グ
ッ
ズ
・

子
ど
も
用
ス
ポ
ー
ツ
グ

ッ
ズ
リ
ユ
ー
ス
事
業
」

と
は
、
子
育
て
世
代
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
さ

せ
る
と
と
も
に
、
ご
み

の
減
量
と
不
用
品
の
再

利
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
を

促
進
す
る
取
組
と
し
て

市
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
に

委
託
さ
れ
て
い
る
事
業

で
す
。
学
生
服
や
学
用

品
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
を

対
象
と
し
て
、
必
要
な

方
々
に
無
料
で
お
譲
り

し
て
い
ま
す
。

　

出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
絵
画
・

書
・
写
真
な
ど
、
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
出
品
く
だ
さ
い
。

会
員
の
つ
ど
い
作
品
募
集

子育てグッズ・子ども用スポーツグッズ
リユース事業

はじめましたはじめました

令和5・7・1

（8）


